






Information Technology 情報技術

Chemistry Bio 化学・バイオ

Machine
自動車

エンジンおよび車両の開発
エンジン開発における振動・流体の解析

機械

Electronics 電気・電子

家電製品

調理家電の設計業務
ポータブル電源関連の製品開発

船舶・電車・航空機

車両用電動機等の構造体に関わる機械設計
船舶用エンジン・シールドの設計・電装

メンテナンス業務

時間計画保全、状態監視保全

メンテナンス業務

時間計画保全、状態監視保全

医療用・産業用機器

医療レセプトパッケージ向けインフラの保守
医療用ロボットの自動制御・工程管理

家電製品・その他電子部品

共振・発振回路の設計
液晶パネルの駆動回路設計、電源回路の設計

車両・自動車・船舶・航空機

ECU回路の設計、基盤回路の設計、車載電池の開発
CAE解析：構造・振動・衝突・流体解析、評価

エネルギー供給システム

電力制御機器の回路設計
プラント設備の制御設計

産業機械・医療用機器

製造装置の回路設計、工作機械の制御設計
シーケンス制御の設計、評価・解析 

サーバーの設計・構築

バックアップシステムの設計・構築
データセンタのサーバ運用・監視

回路設計

車載電池の開発
カーナビの回路設計

Webシステムの設計・開発

販売管理システムの設計・開発
店舗検索システムの設計・開発

ネットワークの設計・構築

ネットワーク設計・構築・運用・検証

自動車関連の研究開発
金属材料の開発
電子材料の開発

電池の研究・開発
リチウムイオン電池等
二次電池の研究・開発

医薬品の研究・開発
新薬の研究・開発

Construction Management
施工管理

土木

施工図設計
建築土木
施工図設計

Engineering Field Composition
エンジニア分野構成



明確な評価制度

公平かつ明確な人事制度、公平な

評価制度は社員から絶大な支持を

集めています

実はこの評価制度は、実際に働くエンジニアの声に応えて生まれ

たものです。スキルや貢献度を数値化する仕組みにこだわり、オ ー

プンでフェアな内容だとエンジニアが納得できるまで、評価制度を

何度も議論し、手直しを繰り返しながら完成させました。

客観的に長所がわかり、

克服すべき弱点も

見える

市場ニ ー ズとの運動で、

伸ばすべきポイントが

わかる

山】 l し̀ l9 教育研修
Training 

能力開発部

•

評価領域

アスパー クの評価制度は大きく分

けて『多段階のジョブグレ ー ド』と

『JOBグレー ドの決定』の2つの項

目で構成されています

これら2つの構成を決定する要素が「基盤スキル」「技術スキ

ル」「貢献度」です。エンジニア個人としてのスキルと組織人とし

てのスキルは、社会人として基盤になるスキルの上に構築され

るものと考えています。そのため、JOBグレー ドの決定や評価基

準の決定にはこれらを複合的に組み合わせて判断しています。

クライアント、アスパー ク、自己申告、複数の視点から評価を行

うことで、より公平性の高い評価制度になっています。

01 本人が生み出した利益などを全て公開！

前年比がわかるので

自分の成長を

可視化できる

エンジニアがより高いレベルヘとステップアップしていけるような研修

制度を確立。アスパ ー クの研修ツ ールを使い、自身の専門分野以外の

知識習得も可能です。

02 
各コンサルタントからはもちろん、 クライアントからも
100項目以上のアンケ ー トで仕事をしっかり評価！

03 
独自の解析手法を用いて、 社員の社内貢献度を算出。
社内偏差値として公開！ 01 

ITエンジニア研修

ITパスポートや基本情報技術者試験の内容を習

得することが可能です。C、C#、C++、Java、アセン

ブリ言語、SQL、VBA、組込系、ネットワー ク関連な

ど、ITエンジニアとして幅広く活躍できるエンジニ

アを育成しています。特に高需要技術の研修内容

をこなすことで、即戦力としてお客様のもとで活

躍できる人材の育成に力を入れています。

―

-

エンジニア一人ひとりが成長でき、能力を最大限発揮できるようサポー トを行う事業部

新卒エンジニアの内定者研修、入社後の新入社員研修などの企画～実施までをサポートする

事業部です。能力開発部だけでなく他部署とも連携して行うことで、質の高い研修の実施を

目指しています。

また、エンジニアー人ひとりが目標を持って業務に取り組めるよう、研修内容の見直しや新し

い研修システムの導入も企画しています。

02 
Eーラ ーニング

この評価を「見える化」することによって常に

本人たちへのアップデートを行いスキルアッ

プを目指せる環境となっています。そうする

ことで、日々アップデートを続ける技術社員

でお力添えすることができます。

JOBグレー ドの決定

04 

Eーラー ニングという通信教材を使用し、自主的

に研修を行います。より知識を深めたい分野、

新たに知識を取り入れたい分野など 一人一人

に合わせた研修が可能です。

05 

03 
CAD研修

アスパー クではCADを使っての研修も行っていま

す。SOLIDWORKS、AutoCADなど、必要に応じて

研修内容を決めて学習を行います。CADの講師が

在中しておりますので、よくわからないことはその

場で聞くことができ、遠隔での操作もできますの

で、適宜状況に合わせた研修を実施しています。

I叩詈国覆＋1問匿国璽

年功序列ではなく「基盤スキル」「技術スキル」によ

りJOBグレー ドが決定されます。JOBグレー ドのス

テップアップにより役職手当の額や、事業運営や社

内規定設定に携わっていただきます。

職務に関係なく、クライアントや
弊社内に対しての業務貫献・意
欲貢献に基づいたスキル。

昇給・賞与額の決定

•□'ir心＋1問匿国覆

「貢献度」「技術スキル」により昇給・賞与が決定さ

れます。明確に数値化されたポイント制評価によ

り、スキルと貢献度に応じた適正で納得感のある

報酬体系となっています。

エンジニア主催の講義型研修

エンジニアが自分の得意分野を活かして研修を

実施しています。先輩社員が若手社員に教育す

る場であり、若手社員の知識向上だけではなく、

先輩社員の成長にも繋がっています。

新卒向け内定者研修

新卒の内定者に向けた専門的な技術の研修や、

社会人としてのマナ ーやルールを学ぶ場として

内定者研修を行っています。新卒でも即戦力と

して活躍できる人材の育成に取り組んでいます。

エンジニアー人ひとりが自分の

キャリアプランを明確にし、技術

力に磨きをかける。

｀ 

アスパークでは、エンジニアのス

キルアップのための支援を行っ

ています。




